
経営・技術の特徴（前提条件）

1)

2)

3)

4)

5）

6)

栽培体系および月別作業時間(10aあたり)

（使用機械等） 年計

肥料散布機（落合） 6.4

乗用管理機（カワサキ・落合） 6.6

- 0.0

- 0.0

寒冷紗 1.2

0.8

乗用摘採機（カワサキ・落合）、

2人用摘採機（カワサキ）
5.8

加工機械（山益、静岡機械、服部製作所） 8.0

中切機（松元） 1.2

自走式整枝機（落合） 1.5

- 1.5

刈払機（エコー）、手作業 19.0

5.5

6.2

63.7

1.5

0.5 0.5 0.5

2.0 2.0

5.1 7.9 5.5 2.0合計 1.0 4.8 4.6 4.2 8.0 6.5 8.0 6.1

有機JASに係る事務作

業に要する時間
1.0 1.2

生産管理記帳等 0.5 0.5 0.5 1.0 0.5 0.5 0.5

1.5 1.5 4.0 3.0 1.5 1.5

1.5

除草 1.5 1.5 2.0 1.0

ワラ敷き

0.5 0.5裾切り 0.5

中切更新 1.2

1.5 2.5 1.5荒茶加工 2.5

摘採 2.3 1.0 1.0

0.4工場掃除 0.4

被覆作業 0.8 0.4

液肥散布

整枝 1.0 0.8 0.8 2.0 2.0

防除

12月

施肥 1.6 1.6 1.6

６月 7月 8月 9月 10月 11月（作業名） 1月 2月 3月 4月 5月

1.6

　その他 標高200～500ｍの圃場で栽培するため、傾斜が多く乗用機械の導入に制限がある土地あり。

寒暖の差が激しく、湿度が高い。防霜ファン（200a)で防霜対策を実施。

栽培体系 

　耕種概要
1番茶の30％ほど被覆栽培

　土壌条件 特記事項なし

有機茶の栽培面積 有機茶（280）a  

労働力 経営者含む主な「従業員数」（３）人

出荷・販売先 市場出荷50％、直販50%

栽培品目 有機茶＋品目1（　　果樹　　　）

経営規模 耕地面積：全面積（300）a = 有機茶（280）a   +   他栽培品目（ 20 ）a     

工場等設備：ラインあり

経　営　指　標　（例）

調査年月

栽培技術等の特徴                     　品種構成 やぶきた70%、他7種　30%

静岡県・　個人経営 2024年1月



有機茶関連の生産販売(10aあたり) 単位：円、kg

生産量(kg)

販売量(kg)

売上高（円）A+B

単価（円）

主産物[有機茶]（円）A

副産物[有機茶の加工品]（円）　B

経営収支（有機茶10aあたり）

種　苗　費

肥　料　費

農　具　費

農　薬　・　衛　生　費

労　務　費（賃金）

燃　料　動　力　費

賃借料・リース料

減　価　償　却　費

修　繕　費

保　険　料（農業共済掛金等他）

販　売　手　数　料

荷　造　運　賃　費

役員報酬

法定福利費・福利厚生費

賃借料・リース料

租　税　公　課

減　価　償　却　費

その他、一般管理費・販売管理費

営業利益 26,923

営業外収益 28,780

0

10,125

0

人　件　費 0

4,351

18,077

専従者給与（青色申告のみの項目） 0

経常利益（法人）・所得（自営・青色申告） 55,704

営業外費用 0

支払利息・割引料 0

売上総利益 68,351

販売費・一般管理費 41,428

0

0

広　告　宣　伝　費 0

0

8,876

当期仕入髙 0

期末棚卸髙　（△） 0

その他（売上原価） 0

有機JAS認証取得費				 0

消　耗　品　費 968

4,081

土　地　改　良　費 0

1,478

20,668

47,106

外　注　加　工　費 4,803

47,102

20,574

655

諸　材　料　費 10,116

55,770

売上髙 289,488

売上原価計 221,137

0

期首棚卸髙 4,097

3,717

売上高内訳
289,488

0

費目 金額（円）

有機茶

978 R4年度の有機茶の生産量  （参考：全量荒茶換算 222kg）

222 R4年度の有機茶の販売量

289,488

1,304 売上高÷販売量＝単価

項目 数値 算出基礎等


